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要　　　約





佐々木政治は 7 人兄弟の長男として、大正 14 年（1925 年）3 月 6 日に小笠原諸島の母島
沖村に生まれた。父親は農業を営み、傍ら漁業や若い衆組合の庶務会計等に従事した。政
治は沖村尋常高等小学校を卒業した 15 歳から南崎のくさや工場に勤め、夜は沖村青年学校























ら年少者は防衛召集から除かれる筈である。しかし実際は母島では沖村 130 名、北村 48 名
の島民が軍属として残留（大関、1995）し、その中に年少者（山田、1987）もいた。八丈
島や青ヶ島、三宅島のように特設警備隊の臨時編成作業がある時期に行われた（山田、
1992; 小林、1980; 浅沼、1974; 段木、1976）のだろうか。












繰り返すが、こういった作業は昭和 17 年（1942 年）9 月 26 日に防衛召集規則が公布さ







戦まで 6 度改正され、直近時期では昭和 18 年（1943 年）11 月に改正された規則が同島に
行われたと思われる（河合、2000）。













の自宅で、概ね毎月 2 度ほど平日の 14：00 から約 1 時間の会話を石井が出向いて筆記し、


























































僕らの山には学校出立てで、3 月に卒業したばかりの 15 歳くらいの子どものいる兄弟が





























A．一日は朝 7 時から始まります。24 時間態勢で、僕が昼間の当番なら午前 7 時の朝礼で
6 人が整列し、交代の 6 人に対して敬礼をします。すぐに持ち場に行きました。夕方の 7
時まで勤務しました。先ず見張り役が展望台の上に 1 人で立ち、その下に電話番が 1 人、
計 2 人が詰めます。1 時間毎に入れ替わり 2 時間で、次の 2 人組と替わります。だから最
初の当番は 7 時から 9 時まで、2 番手は 9 時から 11 時まで、3 番手は 11 時から 13 時とな
り、13 時から 15 時までは最初の当番の人達が 4 番手になりました。次いで 5 番手は 15 時





















































































が何型の軍艦で、プロペラが 2 つ、4 つあるからこうだとかびっちり仕込まれました。音



































































































































が保育園経営もしてました。連絡先も置いてきました。生きているなら 95 ～ 6 歳でしょ
う。
Q．青年学校で防空監視の訓練をしていたのですか？






いんです。役場の裏側に昭和 16 ～ 7 年頃かと思いますが、製氷工場が出来て、そこの電気
で村全体に電気が点いたけれど、たいていランプの下で勉強しました。

































































A．8 月 15 日の朝、特務機関の安田さんが来て、今日は天皇陛下の放送があるって言いま
した。でも、僕等のところにはラジオがないので聞けません。そのうちに硫黄島の方から
飛んできたアメリカ軍の水上艇みたいな飛行機だったと思いますが、グラマンとかでなく




































































彼は旧姓大竹、大正 7 年（1918 年）生まれで、陸軍歩兵一等兵からたたきあげて昭和 17
年（1942 年）中尉、更に 20 年（1945 年）に大尉と累進した。母島着任時は昭和 19 年










































手牒メモは 5 月末日で途絶えているからである。以後は自身の記憶を辿りながら 8 月 15 日
の玉音放送、9 月 10 日の東港連絡事務所、同月 14 日レキシ－大佐との交渉、昭和 21 年
（1946 年）1 月 3 日の占領式と書き綴っている。義勇隊に遅れること 2 ヶ月、1 月 11 日に
副島は政木と共に内地の浦賀に帰還（副島、1992; 東部復員監部、1945）した。
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